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　コマーシャルなど広告の世界
では、提供している製品やサー
ビスをわずか数文字で表現し、
消費者の購買意欲をそそるよう
なキャッチフレーズが多用され
ています。中でも、BMW社の
「The ultimate driving machine

（究極のドライブマシン）」、
ニューヨーク・タイムズ紙の「All the news that fit 

to print（印刷する価値があるニュースのみを提供）」、
そしてマスターカードの「There are some things 

that money can’t buy — for everything else there’s 

Mastercard（お金では買えない価値がある、買える
ものはマスターカードで）」などのキャッチフレーズ
は特に有名です。
　このような傾向は高等教育の世界でも見られ、多く
の大学がキャッチフレーズを用いています。たとえ
ば、AC21に最近新たに加わった大学のうち、ステレ
ンボッシュ大学では「Your Knowledge Partner（あ
なたの知識パートナー）」、ミネソタ大学では「Driven 

to Discover（発見を追い求めて）、ストラスブール大
学では「European by nature, International by design

（生まれはヨーロッパ、目指すは世界）」などのキャッ
チフレーズを採用しています。比較的最近 AC21に加
盟したここアデレード大学でも、「Life Impact（生命
の衝撃）」というキャッチフレーズを使用しています。
　アデレード大学は、2012年 6 月12日～15日にかけて
オーストラリアで開かれる AC21国際フォーラムを主

催しますが、このようなキャッチフレーズは当大学が
実施している研究や指導が世界にどのような影響をも
たらしているかについて考えるきっかけとなります。
こうした研究や指導において、国際協調や国際交流は
欠かすことのできない要素です。中でも、アデレード
大学による国際化プログラムへの貢献は、特筆すべき
点と言えるでしょう。そのため、2012年の AC21国際
フォーラムの主要テーマは、「国際化の利点を最大限
活用する」となりました。
　この国際フォーラムのテーマには、以下のようなサ
ブテーマが含まれています。すなわち、国際研究の優
先度決定に関する協力、共同学習・指導プログラム、
学生の流動性を向上させるための戦略、異文化間能力
の開発、グローバル化時代における大学と業界の提携
などです。
　また、昨年の11月に国連アカデミック・インパクト
（UNAI）プログラムが始動した際に、潘基文（パン・
ギムン）国連事務総長によって提案されたサブテーマ
も含まれる可能性があります。このプログラムでは、
人権、識字、持続可能性、紛争解決の分野において広
く採用されている10の理念に取り組む高等教育機関が、
国連と提携することで、世界中の問題の解決に向けて
より大きな影響をもたらすことができないかを模索し
ます（http://academicimpact.org を参照）。UNAI は
これらの理念の実現の促進のために、それぞれの加盟
大学に対して、毎年少なくともいずれか 1 つのプロ
ジェクトまたは活動を支援するよう求めています。
　これまで世界90ヶ国以上から、アデレード大学を含
む数百もの大学が、国連アカデミック・インパクト・
プログラムへの参加を表明しています。国際教育者協
会（NAFSA）、国際大学長協会、Universitas 21（ウー
ニウェルシタース21）などの国内外の評議会や協会も
また、UNAI の理念を支持し、個々の加盟機関に対し
てこの世界的な取り組みに貢献するよう積極的に働き
かけています。
　AC21も、加盟組織として同様の貢献を行うべきで
あるのは明らかでしょう。同イベントにおいては、こ
の国連プログラムの一環として、AC21加盟機関が手
がけているプロジェクトも、2012年国際フォーラムに
おいて紹介される可能性があります。ここでは、高等
教育機関の国際化が、人々の生活にどのようなプラス
の影響をもたらすかを実証する機会となるでしょう。
� （原文英語）

国際化の利点を最大限活用する 

アデレード大学副学長

ジョン・タプリン
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2010 AC21スペシャル・ 
プロジェクト・ファンド報告

　グローバル化は、農業における経済、科学技術、穀
物生産にかつてないほどの影響と課題を世界中にもた
らしました。グローバル化が世界全体、特に中国やイ
ンドのような人口の多い発展途上農業国の農業経済、
生産、穀物安全保障にもたらした影響を、プラス・マ
イナスの双方から検証する必要があります。また、農
業のグローバル化への圧力、経済・技術的発展、そし
て社会の安定性や持続可能性に対応するための具体的
な解決策を模索する必要もあります。名古屋大学、シ
ドニー大学、南京大学の 3大学は協力して学際的チー
ムを立ち上げ、2010年 7 月15日～18日にかけて、南京
大学において約20名の若い医師とスタッフを対象に、
リモート・センシング技術、GIS（地理情報システム）、
地球規模の変化のもとでの都市景観パターン分析に関

する研修ワークショップを開催しました。これら 3大
学が強固な学際的チームとネットワークを築き、同プ
ログラムを提供することにより、大学間に提携組織が
誕生し、活力あふれた効果的かつ長期的な協力が可能
となります。これは、将来的な学術交流の土台や構造
となるだけでなく、国際的なプロジェクトを共有した
り他の組織から共同で資金援助を受けることにもつな
がります。そのため、これら 3つの大学間の協力関係
を継続させ、学際的な学術交流を発展させると同時
に、現在地球が抱えている課題に対処できるような各
国共同研究を進めることが極めて重要です。
　我々の作業グループは、南京大学の李建 （Jianlong 
Li）教授（筆者）のもと、地球規模の変化の監視、気
候温暖化が作物の収穫にもたらす影響の把握、そして
国内の早期警告システムの開発に焦点を当てました。
改良型 BP（誤差逆伝播）神経回路網モデルを応用す
ることで、小麦や米の総生産高を予測が可能です。
　我々のグループが実施した作業の要約を以下に記し
ます。
⑴�　日本、中国、オーストラリアの科学データベースと
インターネット・データベースのさらなる交換を確立
⑵�　研究や専門能力のデータベースを提供できる教授
や医師から構成された、国際専門分野チームを設立
⑶�　参加大学間の学術的訪問および学生の交換留学プ
ロジェクトを促進
⑷�　将来における中国とオーストラリア間のさまざま
な実情、方針、食品安全に関する教育について記し
た総合技術報告書を作成
⑸�　「Establishment on Early Warning System of Grain 
Security in Zhangjiagang, China Using Immune-
Based Optimized BP Neural Network Model（免疫
ベースの最適化 BP 神経回路網ネットワークモデル
を用いた、中国張港港市（Zhangjiagang）における
穀物安全保障の早期警告システムの確立）PACIIA、
2010」と題した論文を発表し、研究結果を報告

　最後に、AC21スペシャル・プロジェクト・ファンド
およびAC21事務局に感謝の意を述べたいと思います。
� （原文英語）

2010年プロジェクト結果報告書

南京大学 
教授兼所長

李　建



88

　AC21パートナー：�上海交通大学、シドニー大学、 
ストラスブール大学

AC21外パートナー：�国家ナノ科学技術センター 
（北京、中国科学院の一機関）

　AC21スペシャル・プロジェクト・ファンドから給
付される支援金は、AC21に加盟している 3 大学（シ
ドニー大学、ストラスブール大学、上海交通大学）間
の研究関係の発展に大きな役割を果たしています。
AC21スペシャル・プロジェクト・ファンドの目的は、
これらの大学の主要プレーヤーが共同研究に参加し、
結腸直腸がんの治療における鉄キレート剤の抗腫瘍作
用の実験結果を、臨床現場へと応用させることにあり
ました。
　支援金によって開催された小規模のシンポジウムで
は、研究の新しい方向性について議論が交わされ、そ
の中で、新たなレベルでの抗腫瘍剤の開発、ならびに
がん治療に使用する可能性が検討課題として挙がりま
した。このシンポジウムは2010年10月 9 日に、上海交
通大学医学部で開催されました。

　シンポジウムでは、合計で 7つのプレゼンテーショ
ンが発表されましたが、そのうち 6つは AC21に加盟
している上記の 3大学の代表者が行いました。 7つめ
のプレゼンテーションは中国国家ナノ科学技術セン
ターの共同研究者、Nie Guangjun 教授が行いました。
　残念ながら、個人的な事情により、ストラスブール
大学の代表を務める Jacques Marescaux 教授の参加
が急遽取り消されましたが、同教授は、「フランスに
おける臨床試験の状態」と題したビデオ・プレゼンテー
ションを提供することによって、シンポジウムに貴重
な貢献をされました。同プレゼンテーションは、我々
が開発した新規化合物を臨床試験に応用する上で役に
立つ最新情報についての報告でした。
　フランスおよび中国におけるこれまでの研究成果、
そして臨床試験研究の状況に関するプレゼンテーショ
ンの後で活発な議論が行われた結果、以下のような共
同研究の将来計画を掲げることになりました。
手順 1：鉄キレート剤をナノ粒子と組み合わせ、ナノ
粒子を用いて混合物をがん細胞に直接到達させる、
ならびに遊離キレート剤を抗腫瘍剤として使用する
　�研究パートナー：Des Richardson 教授（シドニー
大学）、Nie Guangjun 教授（中国国家ナノ科学技術
センター）、Zhao Qian 准教授（上海交通大学）
手順 2：手順 1で生成したナノ粒子および遊離キレー
ト剤を生体内実験に使用する
　�研究パートナー：Des Richardson 教授（シドニー
大学）、Zheng Minhua 教授（上海交通大学）、Zhao 
Qian 准教授（上海交通大学）
手順 3：ナノ粒子を用いて鉄キレート剤および遊離キ
レート剤を患部に到達させることによる抗腫瘍剤活
性のフェーズ 0臨床試験
　�研究パートナー：Zheng Minhua 教授（上海交通大
学）、Jacques Marescaux 教授（ストラスブール大
学）、Zhao Qian 准教授（上海交通大学）
研究結果はすべて、AC21パートナーおよび AC21外
研究パートナーと共有することが決定されました。
　また、上記の研究計画の策定と並ぶ今回の会合の成
果は、シドニー大学と上海交通大学によるCancer Cell 
Biology Research Laboratory（がん細胞研究所）の共
同設立に向けた議論でした。同研究所の所長は、Zhao 
Qian 准教授（上海交通大学）とDes Richardson 教授
（シドニー大学）が共同で務めることになります。こ
の新しい画期的な取り組みの一環として、Richardson
教授が、上海交通大学病理生理学部の客員教授兼研究
責任者に任命されました。共同研究所では、上海とシ
ドニーの若手科学者の交流も行われます。このような
新しい研究所の設立により、上海交通大学とシドニー

研究セミナーおよび臨床試験計画

Des Richardson 
Jacques Marescaux 

Louise Freckelton 
Yue Fei
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大学の共同研究はますます促進され、これは AC21ス
ペシャル・プロジェクト・ファンドにとっても画期的
な出来事です。また、この共同研究により、ストラス
ブール大学のパートナーともより緊密に協力できるよ

うになります。ストラスブール大学は上海交通大学の
長年のパートナーであるため、上海で共通の会議場を
設けることができれば、研究計画を策定する上で大き
なサポートとなります。� （原文英語）

　1851年に設立されたミネソタ
大学はミネソタ州を代表する
学術機関であり、 5つのキャン
パスには数々の研究・出先セン
ターがあります。当大学は州立
大学として、研究や指導以外に
も、より健全で持続可能な世界
を作り出せるよう、知識とイノ
ベーションに貢献することも大事な使命として掲げら
れています。ミネソタ大学は、気候変動、貧困、医療
といった、世界の切迫した問題について、創造性を発
揮し、研究、芸術表現、批判的思考、論議を大々的に
行う中心地です。
　本学のツインシティ・キャンパスは米国でも最大規
模の公的研究機関であり、52,000名の学生のため370
種類の学位プログラムが提供されています。ミネソタ
大学には、米国内の全50州に加え、海外127ヶ国から
の学生が集まっているため、多様な人物や様々な文化
交流に触れる機会にも恵まれています。ミネソタ州の
医療従事者の80パーセントは当大学の出身です。
　ミネソタ大学には生物科学、歯科学、設計、教育、
農学、法学、一般教養課程、経営学、医学、看護学、
薬学、宣伝学、公衆衛生学、科学および工学、獣医学
など多彩な学部が設けられており、世界でも有数の総
合大学です。

　本学では、 1つのキャンパスから多数のプログラムに
アクセスできるため、教員と学生による共同研究や、学
際的な研究を容易に行えます。これにより、世界が抱
えている深刻な問題に多方面から取り組むことができ
ます。とりわけ、画期的な学際的プログラムの例とし
て、米国で初であり、かつ最大の獣医学と公衆衛生学
の二重学位制、そして生物科学、工学、森林学、農学、
動物科学などを網羅した環境学会とが挙げられます。
　2009年に 5 億6380万ドルの外部研究資金援助を受け
たミネソタ大学は、全米科学財団による最新の研究開発
費調査では 9位にランクインしました。このような資
金援助は、人工心臓の開発（http://www.ccvr.umn.
edu/）（添付の写真を参照）や HIV 感染の予防法の	
確立（http://www.ahc.umn.edu/research/corridors/	

メンバー大学より

ミネソタ大学
ミネソタ大学教授

ジョン・ロマーノ

当大学の心臓血管修復センター所長を務めるドリス・
テイラー博士は、実際に鼓動する心臓を実験室で作り
出したことで世界的に脚光を浴びました。テイラー博
士は、この研究が進めば、いずれは移植可能な臓器を
作れるようになるであろうと期待しています。

ミネソタ大学ツインシティ・キャンパスは、ミネアポ
リスの中心街付近にあり、ミシシッピー川のほとりに
位置しています。

世界的に有名な建築家、
フランク・ゲーリーが設
計した当大学のワイスマ
ン・アート・ミュージア
ムには、数々の美術品が
収蔵されています。
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infectiousdisease/gml/index.htm）など、世界を変え
るような取り組みを後押ししています。本学の教員や
卒業生の中には、世界的な賞や表彰を受けた人物が数
多く存在し、ノーベル賞受賞者も20名を超えます。
　本学はまた、国際教育における先駆者として、2009
年にはNAFSAからキャンパス国際化を推進している
大学を表彰するサイモン・アワードを授与されていま
す。海外留学プログラムに参加している学生数も非
常に多く、2008年～2009年にかけては2,347名を数え、
研究機関の中で 6番目に位置しました。さらに当大学
で学ぶ4,700名近い留学生と、1,400名の海外からの教
員や研究者の存在が、キャンパスのコミュニティを多
様なものにしています。当大学での国際教育は、学生
の流動化だけにとどまりません。ミネソタ大学では、

キャンパス、コミュニティ、カリキュラムを通して、
学生たちが海外の文化に触れる知的機会を増やすこと
を主な目標としています。
　ミシシッピー川沿いに広がるツインシティ・キャン
パスは、アメリカでも有数の活気あふれる多様な都市
の中心部でもあります。280万人の人口を誇るツイン
シティはアメリカで16番目の大都市です。ミネソタに
は世界的に有名なメイヨー・クリニックがあるほか、
3 M、メドトロニック、カーギルなど、フォーチュン
500社のうち21の企業が本社を構えています。教員や
学生は、世界にその名を知られている医療センター、
多国籍企業、政府省庁、芸術団体、非営利組織、公共
事業組織との幅広い提携による恩恵を受けています。
� （原文英語）

　タイの公立大学であるカセサート大
学は、国内で初めて、農業分野の中等
後教育プログラムを提供した大学です。
　カセサート大学は当初、1938年に農業省および農業
水産局の所轄機関として、チェンマイのマエジョー村
に「カセサート・カレッジ」（カセサートは農業科学
の意）として設立されました。農業省による人材開発
の要請を受けた同カレッジは、 3年間の中等後教育プ
ログラムの提供を主な目標としていました。1939年に
は、現在の場所（バンコク、バンケン地区）に移転し、
プレー県の School of Forestry（林学部）がその管轄
下に置かれました。同カレッジでは、農業、コーポレー
ティブ科学、林学の中等後教育プログラムを提供しま
した。
　1943年 2 月 2 日、カセサート大学法 B.E.2486の施
行を受け、カセサート・カレッジの一部門が農林省お
よび農林水産局から分離され、カセサート大学（KU）
の名のもと、「局」に相当する機関へと生まれ変わり
ました。カセサート大学は、農学部、林学部、コーポ
レーティブ科学部、水産学部を主要学部とし、農業、
畜産、漁業、コーポレーティブ科学の各分野において
中等後教育プログラムを提供する認可を取得しまし
た。そのため、1943年 2 月 2 日はカセサート大学の創
立記念日として正式に定められています。

　カセサート大学は着実に成長し、長年多くの成果を
あげてきたことで、今では、総合大学として国内外で
認められています。カセサート大学には現在、バンケ
ン、カンペンセーン、シーラーチャー、チャレムプラ
キアット（サコンナコーン県）の 4つのキャンパスが
あるほか、スパンブリー・キャンパスの設立プロジェ
クトも進行中です。さらに、合計で17の研究センター
に加え、国内の全地域に 4つの現場施設も抱えていま
す。2009年には、同大学は高等教育委員会によって
国立研究大学に指定されました。カセサート大学は、
2013年に創立70周年を迎えます。� （原文英語）

カセサート大学
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　去年11月10から12日まで、
フランスのパリ第 3・新ソル
ボンヌ大学において、第 4
回 INTERNATIONAL FORUM 
OF PUBLIC UNIVERSITIES
（IFPU）の総会が開催されまし
た。今回の総会には、加盟22大
学中、12大学が参加し、合わせ
て各大学を代表する20人が出席しました。IFPUコン
ソーシアムは全世界の国立大学の重要な任務を示す目
的で、2007年にモントリオール大学において設立され
ました。設立以来、年に一回のペースで、加盟大学を
会場に総会が開催され、IFPUコンソーシアムの基本
方針を確認し、活動の報告と計画を討議する形になっ
ています。
　今回の総会の主な討議内容は、IFPU加盟大学の共
同研究プロジェクトの計画でした。共同研究計画案と
して、次の研究テーマが検討されました。一つ目は、
ECOLOGY OF LANGUAGESで、つまり、国際化にお
ける言語の問題に対する大学の方策についてのテーマ
でした。二つ目は、GLOBAL HEALTHで、グローバ
ル化と衛生の問題というテーマでした。続いて、IFPU
加盟大学の共同活動の推進が検討され、それに学生派
遣と職員派遣の推進が検討されました。その折、名古
屋大学とモントリオール大学が協定締結の可能性に関
する会談がありました。討議後の総会において、バル
セロナ大学総長が IFPUのプレジデントとして11月11
日に選出されました。名古屋大学は去年に続いて運営
委員を任務します。また、IFPUの事務局運営はモン
トリオール大学が継続することになっています。
　IFPU 共同活動報告の部において、2010年 7 月に
モントリオール大学で開催されたMANAGING AN 
INTERNATIONAL CRISIS を議題にしたサマースクー
ルの報告がありました。予定として、大学院生を対象
に加盟大学の教員も参加することになっており、結果
として同プログラムには、IFPU加盟大学から学生が
7人と教員が 4人参加しました。今年の第 4回サマー
スクールは、THE XXI CENTURY CHALLENGES TO 
URBAN AND REGIONAL PLANNING: FROM THE 
CITY TO MEGALOPOLIS をテーマにし、バルセロナ

大学において開催される予定になっています。また、
総会において、来年、2012年のサマースクールを、中
国南開大学で開催されることが決定されました。
　2010年より、IFPUの共同活動として、MULTILATERAL 
EXCHANGE PROGRAMが開催されました。このプロ
グラムには、加盟大学中、フライブルグ大学とモント
リオール大学とモロッコのモハメッド V－アガダル大
学が参加しました。去年は、学生10人程度の参加者を
予定していましたが、結果として開催校に所属する学
生が 6人参加しました。本プログラムはまだ試験的な
段階ですが、去年に続いて開催校を検討した上、今年
も開催される予定です。
　最後に、2011年、プラハ・カレル大学で、IFPU 第
5回総会を開催することが承認されました。
　IFPU 総会に出席して、率直な印象は、IFPU メン
バー校であることは本学にもメリットがあるというこ
とです。今後の IFPU加盟大学との交流にも十分期待
出来ると思います。

〈参考〉
IFPU第 4 回総会参加大学：Albert-Ludwigs-Universität 
Freiburg, Université Libre de Bruxelles, Université 
d’Ouagadougou, Université de Montréal, Nankai 
University, Universitat de Barcelona, Université 
Sorbonne Nouvelle-Paris 3, Université d’Etat d’Haïti, 
Nagoya University, Université Mohammed V-Agdal, 
Univerzita Karlova v Praze, Universitatea din Bucuresti, 
Université Cheikh Anta Diop, Université de Genève.
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